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1. はじめに 

（一社）日本工作機械工業会では、電気・安全規格専門委員会において、工作機械の安全

に係る ISO 国際規格、その対応 JIS 規格の開発に参画するとともに普及活動を行なってい

る。これら規格を理解し設計・製造に適用するために、体系的、継続的、効率的な安全設計・

製造者教育が求められるようになってきた。この安全設計・製造者教育は、機械製造業全体

に共通した需要であり、厚生労働省から 2014 年 4 月 15 日付「基安発 0415 第 3 号 設計

技術者、生産技術管理者に対する機械安全に係る教育について」において必要な安全教育プ

ログラムが通達されるに至った。 

（一社）日本機械工業連合会においては、2014 年からこの通達に沿った教育カリキュラ

ム用教材を各機械工業会のために開発してきた。本テキストを取りまとめるにあたり、 

（一社）日本機械工業連合会のテキストをそのまま利用すべきとの意見と、工作機械に特化

し利便性を高めたいとの意見が拮抗した。教育の必要性が高まっていることと厚生労働省

の通達が出て 3 年が経過することを踏まえて、開発スピードを重視し、基本的にテキスト

をそのまま利用することにした。工作機械のために必要な項目として EMC と騒音のテキス

トを加えた。また、工作機械に不必要な項目も含むが、機械の複合化が進んでいる状況を考

慮し、削除はしなかった。その代わりに、目次に推奨するテキストを明示して利便性を補っ

た。今後、使用者からのご意見を頂いて改善していきたい。 

本教材が、厚生労働省の各種通達、国際規格、JIS 規格と共に普及することを期待する。 
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2．本テキストの使い方 

(1) 教育の目的 

 設計者においては、機械安全の原則を理解してリスクアセスメントを実施するための基

礎学力を習得することを目的としている。また、生産技術者においては、実作業場での災害

を予防するために、機械安全とリスクアセスメントの基礎を習得する。 

想定している教育の対象者は、実務経験 4-5 年の設計者（全員）及び生産技術管理者であ

る。教育の実施者は各機械メーカを、教育の講師は十分な知識・経験を有する者（特に資格

は求めない）を想定している。 

 

(2) 構成 

（一社）日本機械工業連合会は、厚生労働省の 2014 年 4 月 15 日付「基安発 0415 第 3

号 設計技術者、生産技術管理者に対する機械安全に係る教育について」の通達に沿って、

機械工業全般を対象に「平成 28 年度中小製造業向け機械安全教育プログラムの開発に関す

る報告書」を開発した。本書では、この報告書に掲載された教材を基本的にそのまま利用し

ているが、工作機械用に若干の追加教材を加えた。 

 

3 章は、基安発 0415 第 3 号の教育プログラム全体を示すために参考に掲載した。 

（一社）日本機械工業連合会も同プログラムに準じているので同じものとして扱ってよい。 

 

4 章の教育プログラムは、5 章のテキストの目次に相当する。当委員会において、工作機

械に推奨区分を加えた。 

推奨区分 

◎：設計者に推奨する、□：電気設計者に推奨する、■：設計者・電気設計者に割愛可 

●：作業管理者に推奨する、▲：作業管理者に割愛可 

 

また、当委員会で補足説明を追加しているテキストがあり、目次の中に「※日工会注あり」

と記載した。末尾の「EMC 対策」と「騒音テキスト」は当委員会で追加したものである。

また、ページ番号はテキストのシート番号を記載してある。 

5 章のテキストでは、前述の変更に加えて教育の効果を上げるために「学習のねらい」を

追加した。 

全体の教育時間、時間配分は、本テキストを利用する講師又は教育目的によって異なる。 
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3. 基安発 0415 第 3 号における教育プログラム 

 基安発 0415 第 3 号における教育プログラムを参考に次に示す。 
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